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1924：トーマス・マン『魔の山』（独）　結核
1925：ヴァージニア・ウルフ『ダロウェイ夫人』（英）　スペイン風邪
1925：細井和喜蔵『女工哀史』　結核
1926：国枝史郎『神州纐纈城』　ハンセン病と思われる「奔馬性癩患」
1927：宮本百合子『伸子』　スペイン風邪
1930：ヴァージニア・ウルフ 『病になること』（英）
1934：島木健作『癩』　ハンセン病
1937：カレル・チャペック『白い病』（チェコ）
1938：堀辰雄『風立ちぬ』　結核
1939：武者小路実篤『愛と死』　スペイン風邪
1947：カミュ『ペスト』（仏）　ペスト
1951：大岡昇平『野火』　マラリア
1951：ジャン・ジオノ『屋根の上の軽騎兵』（仏）　コレラ
1961：松本清張『砂の器』　ハンセン病
1964：小松左京『復活の日』　MM88
1964：遠藤周作『わたしが・棄てた・女』　ハンセン病
1969：マイクル・クライトン『アンドロメダ病原体』（米）　アンドロメダ菌株
1969：三島由紀夫『癩王のテラス』　ハンセン病
1973：遠藤周作『死海のほとり』　ハンセン病
1978：スーザン・ソンタグ『隠喩としての病』（米）　結核＆癌
1985：ガブリエル・ガルシア＝マルケス『コレラの時代の愛』（コロンビア）　コレラ
1987：ドミニック・フェルナンデス『除け者の栄光』（仏）　エイズ
1988： スティーヴン・グリーンブラット「見えない銃弾――ルネッサンス時代の権威と

その転覆」（米）　天然痘
1989：ジョン・エドガー・ワイドマン『フィーバー』（米）　黄熱病
1990：エルヴェ・ギべール『僕の命を救ってくれなかった友へ』（仏）　エイズ
1990：パット・マーフィ『ロマンティック・ラヴ撲滅記』（米）　恋愛病
1990：J.G. バラード『戦争熱』（英）　戦争病
1993：トニー・クシュナー『エンジェルス・イン・アメリカ』（米、劇作）　エイズ
1995：ル・クレジオ『隔離の島』（仏）　天然痘
2018：ブライアン・シンガー『ボヘミアン・ラプソディ』（米、映画）　エイズ
2019： マイクル・クライトン＆ダニエル・H・ウィルソン（米）『アンドロメダ病原体―変

異―』　アンドロメダ菌株
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〈感染症文学年表〉
2 世紀ごろまでに：『聖書』（旧約、新約）　ハンセン病
1008：紫式部『源氏物語』　おこり（マラリア）
1309：『平家物語』　おこり（マラリア）
1353：ボッカチオ『デカメロン』（伊）　ペスト（黒死病）
1387-1400：チョーサー『カンタベリー物語』（英）第 15 章「免罪符売りの話」　ペスト
1588： トマス・ハリオット「新たに発見されたヴァージニアの地をめぐる真相の概略」（英）

　天然痘
1722：ダニエル・デフォー『ペストの記憶』（英）　ペスト
1799：チャールズ・ブロックデン・ブラウン『アーサー・マーヴィン』（米）　黄熱病
1818：メアリー・シェリー『フランケンシュタイン』（英）
1826：メアリー・シェリー『最後のひとり』（英）
1842： エドガー・アラン・ポー「赤き死の仮面」（The Masque of the Red Death）（米）　 

赤死病
1844：アレクサンドル・デュマ・ペール（大デュマ）『三銃士』（仏）　ペスト
1845：ウージェーヌ・シュー『さまよえるユダヤ人』（仏）　コレラ
1848：アレクサンドル・デュマ・フィス（小デュマ）『椿姫』（仏）　結核
1848-50：フランソワ=ルネ・ド・シャトーブリアン『墓の彼方の回想』（仏）　コレラ
1849：アンリ・ミュルジェール（仏）『ラ・ボエーム』　結核
1851：ハーマン・メルヴィル『白鯨』（米）第 71 章「ジェロボウム号の物語」　黄熱病
1855：ジョルジュ・サンド『わが生涯の歴史』（仏）　コレラ　
1883：オーギュスト・ヴィリエ・ド・リラダン『残酷物語』（仏）　ハンセン病
1889：ラフカディオ・ハーン『チータ』（米）　黄熱病
1890：幸田露伴「対髑髏」　ハンセン病
1890：尾崎紅葉「巴波川」　ハンセン病
1894：キーツの手紙が『文学界』にて和訳され発表される
1895：尾崎紅葉『青葡萄』　コレラ
1897：ブラム・ストーカー『ドラキュラ』（英）　コレラ（メタファーとして）
1899：生田葵山「団扇太鼓」　ハンセン病
1899：徳冨蘆花『不如帰』　結核
1900：泉鏡花『高野聖』　コレラと思われる「はやりやまい」
1912：ジャック・ロンドン『赤死病』（The Scarlet Plague）（米）　赤死病
1918：与謝野晶子「感冒の床から」　スペイン風邪
1919：志賀直哉「流行感冒」　スペイン風邪
1920：与謝野晶子「死の恐怖」　スペイン風邪


